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（１）名称と代表者名

　　株式会社村山電機商会

　　代表取締役　村山利一

（２）所在地

　　〒027-0051　岩手県宮古市南町15番15号

　　（TEL）0193-62-6159

（３）環境管理責任者及び担当者

　　環境経営管理責任者　　村山弘樹

　　環境経営管理担当者　　村山優海　君澤莉奈

（４）対象範囲

　　株式会社村山電機商会の本社と倉庫を対象とします

　　倉庫　岩手県宮町4丁目3番26号　

　　倉庫　岩手県南町3番15号　

（５）資本金

　　2000万円

（６）事業内容

　　電気工事業　電気通信工事業　消防設備工事業

（７）建設業許可

　　電気工事業　　   特-4　第6629号　令和5年3月25日

　　電気通信工事業　特-4　第6629号　令和5年3月25日

　　消防設備工事業　般-4　第6629号　令和5年3月25日

（８）環境への取り組みの自己チェックの対象期間

        ２０２２年７月から２０２３年９月の１年間実施しました

　（比較のための基準年度を２０２０年７月～２０２１年６月とする）

１、組織の概要

　　本社　岩手県宮古市南町15番15号
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２、エコアクション21取組全体図

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムに必要な人、設備、費用、時間、技能の準備

・環境管理責任者を任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標・環境活動計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・実施体制の構築

・課題とチャンスの明確化

・環境活動レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認

・環境目標・環境活動計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境目標、環境活動計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境活動レポートの作成、公開（事務所備え付け、地域事務局への送付）

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境方針の周知

・自部門の従業員に対して教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の特定される緊急事態への対応のための手順書作成

　　テスト、訓練の実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防措置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

全従業員

君澤　莉奈

総務部長 工事部長 工務部長

総務部長 工事部長 工務部長

村山　優海

代表者

社長　村山　利一

環境経営管理責任者

村山　弘樹

環境経営管理担当者
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３、環境経営方針

基本理念

　株式会社村山電機商会は電気工事業を営む立場から、事業活動の中で環境

に与える影響を常に認識し、社員一人ひとりが社会の一員として、積極的に

環境保全活動に取り組みます

行動指針

　基本理念を踏まえ、次に挙げる環境活動に取り組みます。

①     電力消費量及び自動車等の燃料消費に伴う二酸化炭素排出量の削減。

②     水使用量の節水。

③     一般廃棄物及び産業廃棄物排出量の削減、及びリサイクル、適正処理。

④     自社倉庫の整理整頓に努め、無駄な資材の発生を削減する。

⑤     環境関連法規制を遵守する。

⑥     環境目標、活動計画を定め、定期的に見直して継続的改善に努める。

2021年6月1日

株式会社　村山電機商会　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 代表取締役　村山利一

4



4.環境目標及び活動計画

2020年7月から2021年6月の環境負荷の実績を把握し、目標を下記の通りに設定する

（１）活動目標

基準年度 ﾄﾗｲｱﾙ期間目標

基準値 目標値 削減率 目標値 削減率 目標値 削減率 目標値

kg/CO2 53,690 13,288 -1% 53,153 -2% 52,616 -3% 52,079

電気 kg/CO2 9,113 2,256 -1% 9,022 -2% 8,931 -3% 8,840

ガソリン kg/CO2 41,651 10,309 -1% 41,234 -2% 40,818 -3% 40,401

軽油 kg/CO2 2,926 724 -1% 2,896 -2% 2,867 -3% 2,838

灯油 kg/CO2

ガス kg/CO2

電気 kwh 17,260 4,272 -1% 17,087 -2% 16,915 -3% 16,742

ガソリン L 17,953 4,443 -1% 17,773 -2% 17,594 -3% 17,414

軽油 L 1,134 281 -1% 1,123 -2% 1,111 -3% 1,100

灯油 L

ガス m3

一般廃棄物 kg 162 40 -1% 160 -2% 159 -3% 157

産業廃棄物 kg 3,585 887 -1% 3,549 -2% 3,513 -3% 3,477

m3 85 21 -1% 84 -2% 83 -3% 82

環境に配慮した目標 LED化工事 件 8 3 12 12 12

※　二酸化炭素排出量係数は、令和元年度東北電力設定の0.528-CO2を使用

2021年7月～

2021年9月
2021年7月～2022年6月 2022年7月～2023年6月

水使用量削減

※　ガス、灯油は基準期間中に取り扱った実績がなかった

廃棄物削減 排出量内訳

2023年7月～2024年6月
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5



4.環境目標及び活動計画

評価日　令和4年6月19日

承認 確認 作成

（2）活動実績

目標値 目標削減率 目標値 月別目標値 実績値 評価 実績値 評価 実績値 評価 実績値 評価 実績値 評価 実績値 評価 実績値 評価 実績値 評価 実績値 評価 実績値 評価 実績値 評価 実績値 評価 実績値

kg/CO2 52,616 -1% 13,288 4,429 4,603 × 4,532 × 6,170 × 6,374 × 6,727 × 5,231 × 6,389 × 3,836 ○ 5,851 × 5,248 × 5,091 × 2,847 ○ 62,899

電気 kg/CO2 8,931 -1% 2,256 752 441 ○ 409 ○ 395 ○ 497 ○ 768 × 1,064 × 1,295 × 1,495 × 1,081 × 931 × 578 ○ 442 ○ 9,396

ガソリン kg/CO2 40,818 -1% 10,309 3,436 3,510 × 3,347 ○ 5,001 × 4,967 × 4,992 × 3,628 × 4,640 × 2,122 ○ 4,698 × 3,995 × 4,289 × 2,248 ○ 47,437

軽油 kg/CO2 2,867 -1% 724 241 652 × 776 × 774 × 910 × 967 × 539 × 454 × 219 ○ 72 ○ 322 × 224 ○ 157 ○ 6,066

灯油 kg/CO2

ガス kg/CO2

電気 kwh 16,915 -1% 4,272 1,424 837 ○ 777 ○ 751 ○ 946 ○ 1,456 × 2,018 × 2,456 × 2,833 × 2,048 × 1,766 × 1,098 ○ 837 ○ 17,823

ガソリン L 17,594 -1% 4,443 1,481 1,513 × 1,443 ○ 2,156 × 2,141 × 2,152 × 1,564 × 2,000 × 915 ○ 2,025 × 1,722 × 1,849 × 969 ○ 20,449

軽油 L 1,111 -1% 281 94 253 × 301 × 300 × 353 × 375 × 209 × 176 × 85 ○ 28 ○ 125 × 87 ○ 61 ○ 2,353

灯油 L

ガス m3

一般廃棄物 kg 159 -1% 40 13 12 ○ 11 ○ 13 ○ 13 ○ 12 ○ 13 ○ 12 ○ 13 ○ 12 ○ 13 ○ 12 ○ 14 × 150

産業廃棄物 kg 3,513 -1% 887 296 450 × 560 × 680 × 209 ○ 560 × 120 ○ 1,590 × 640 × 540 × 860 × 20 ○ 740 × 6,969

m3 83 -1% 21 7 7 ○ 6 ○ 7 ○ 7 ○ 7 ○ 6 ○ 7 ○ 7 ○ 7 ○ 8 × 7 ○ 7 ○ 83

環境に配慮した目標 LED化工事 件 12 3 1 12 ○ 17 ○ 12 ○ 12 ○ 11 ○ 13 ○ 15 ○ 25 〇 8 〇 15 〇 10 〇 6 〇 156

≪評価≫

LED工事は5月が目標値を下回ったが、3月に大幅に上回ったため良かった

今年度は市外での工事が多く、必然的にガソリンを多く使ってしまった。軽油も各現場で高所作業車の使用が重複してしまったため

工事時期をずらす等の対策が必要であるため各現場の工程表の周知を意識していきたい。

廃棄物削減 排出量内訳

水使用量削減

　備考：　〇・・・実績が目標値を達成した、または同じ場合

　　　　　×・・・実績が目標値を上回った場合

2023年6月 年間累計
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4.環境経営目標と実績

目　的 取　組　計　画 結　果 評　価 今後の取組

電力の削減

①昼休み、残業時など不必要な時は消灯する 〇 徹底されている 継続

②倉庫やトイレなど使用頻度の低い場所は使用時のみ点灯 〇 徹底されている 継続

③パソコン、コピー機は省電力設定にしておく 〇 実施されている 継続

④空調温度の適正化（冷房28℃　暖房２０℃） 〇 実施されている 継続

⑤使用していない部屋の空調を停止する 〇 徹底されている 継続

⑥ウォームビズ・クールビズの実施 〇 実施されている 継続

自動車燃料の削減

①効率的なルートでの移動 〇 実施されている 継続

②現場へ乗合での移動 〇 実施されている 継続

③急加速・急停車の防止 〇 実施されている 継続

④冷暖房の控え目使用 〇 徹底されている 継続

⑤徒歩通勤の推奨 〇 実施されている 継続

一般廃棄物

①分別の徹底 〇 徹底されている 継続

②印刷物の削減 〇 徹底されている 継続

③段ボール新聞紙等のリサイクル 〇 徹底されている 継続

④裏紙の利用 〇 徹底されている 継続

産業廃棄物

①倉庫の清掃 △ 清掃をするよう朝礼等で呼びかける 継続

②廃電線の再資源化 〇 徹底されている 継続

水道水

①節水ポスターの貼り付け 〇 実施されている 継続

環境保全活動への積極的参加

①地域清掃活動・ボランティア活動の参加 〇 参加できた 継続

②照明器具のLED化の推進 〇 実施されている 継続

③環境に配慮した照明器具等を使用する 〇 徹底されている 継続

結果　　　〇：良好　△：継続　×：要是正　

（３）活動計画の結果及び評価
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５、環境経営計画と実施内容と評価結果

（1）二酸化炭素排出量の削減

　①エコドライブ、省エネ運転を心掛けガソリン使用量を削減

　②車両整備と空気圧の定期点検を行う

　③エアコンの設定温度を決め実行する

　④外出･退社時のパソコンの電源を切る

　⑤不要箇所、休憩時間は消灯する

（2）廃棄物の削減

　①ペーパーレス化を推進

　②社内文書では裏紙を使用する

　③一般廃棄物と産業廃棄物は分別しリサイクルする

（3）水使用量の削減

　① 節水を心掛ける　

　②ポスターを引続き掲示する

（4）地域貢献活動　

　①清掃等、植樹等の地域貢献活動に積極的に参加する

　②建設現場付近の清掃を行う
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6.環境関連法規等の遵守状況

環境関連法規等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました

なお、違反、訴訟等も過去3年間ありませんでした

9



7.代表者による全体取組状況の評価と見直しの結果

項  目

1.実施体制

2.環境経営方針 引続き実行していく

4.環境経営計画

5.その他

 今年度はエネルギー使用量が多かったとの報告がありましたが原因も明確になっているよう

なので引き続き環境意識を高めて従業員には作業してほしいです。

また、今年度も現場では事故も苦情もなかったようで安心しました。

業務の性質上、工事の受注件数、及び工事内容により環境への影響が大きく変化するため

引き続き、全社員に周知し情報の共有化を図っていきたいです

 環境への配慮を企業活動の重要な責務と捉え、地球環境にやさしい企業となるべく社員

一丸となり今後も活動に取り組んでいきます

令和5年　6月　23日

株式会社　村山電機商会

代表取締役　村山　利一

全体評価

3.環境経営目標
倉庫の清掃を行うよう指示す

る

未達成の目標を達成できるように社内

報や定例会議で従業員へ周知する

引続き実行していく

評価と指示事項 改善内容等

現状維持する

10



８、その他

《地域貢献活動記録》

　2021年4月25日　高田松原再生植樹祭　７名参加

　2022年6月29日　宮古の道クリーン作戦　1名参加

　2022年8月8日　道の日in宮古(クリーン作戦)　2名参加

上期活動の他に現場周辺でゴミ拾いを行い、日ごろから環境に配慮するよう心掛けて

います
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